
　新年おめでとうございます。会員のみなさまには昨年一年間、大変お世話になりました。本年もよろしくお願い
いたします。昨年は新型コロナに塗りつぶされた１年でした。思うような活動ができず、月日だけはどんどん進ん
で行き、気が付いたら年末という印象です。
　年は改まりましたが、協会の事業年度はまだ、３ヵ月残っております。いつもの年のようにはいかないかもしれま
せんが、コロナ感染防止を徹底しつつ可能な限り活動を積み上げ、年度を締めくくりたいと思います。
　今年の夏、延期された東京オリンピックが無事開催されることを願ってます。

　１２月９日「労務研修会」を開催しました。コロナ禍で、
例年通りの開催は無理と考えていましたが、安全週間
衛生週間の説明会を中止としており、労務研修会を開
催しなければ、会員事業場のみなさんに新たな知識を
提供する機会がなくなると考え、広い会場で間隔をとり
座席の消毒をしたうえで開催することにいたしました。
　第一部では監督署の村上監督・安衛課長から”労務
管理の基本”である「労働時間・残業時間」管理をめぐ
る諸問題を説明していただきました。
　第二部では産業保健相談員の平子さんから”職場の
メンタルヘルス管理”の重要性とストレスチェックの活用
についてお話をいただきました。
　一部・二部の両テーマともに多くの企業において労務
管理上改善に取り組まなければならない課題です。

　　　　　＜１ テーブルに１名。　間隔をあけて着席＞

＜アーク溶接講習＞は学科のみの特別教育で、実技は各事業場で１０時間以上の経験を積んでいることが条件
となっております。アーク溶接は建設・土木だけでなく、工場などでも広く取り入れられている技術ですが、電気を
使い、火花が飛び、時には有毒ガスも発生する、危険性・有害性の高い仕事でもあります。
　世の中でも、アーク溶接作業で発生する「ヒューム」 が問題となり、令和３年４月から「特定化学物質予防規則」
か改定されます。この法改正を前に”説明会”を実施する方向で、監督署さんと協議しております。
　今回の受講者の中には 「鳳坂峠のトンネル工事」に
従事している長崎出身の方もおられました。

＜安全衛生推進者講習＞は社員が10人以上50人
未満の事業場に選任 が義務づけられている 「安全
衛生推進者」になる人を対象にした教育講習です。
　文字をみてお分かりの通り、「安全衛生推進者」は
大きな事業場であれば「安全管理者」「衛生管理者」
と二人で分担する役割を一人で担うことになります。
　それだけ、幅広い知識とスキルが求められることに
なり、学ぶべき範囲は広い講習になります。

　今年は　RST須賀川の活動のほとんどが中止に追い
こまれましたが、恒例の年末建設業者協議会のパトロ
ールにRST須賀川からも、参加してまいりました。
　今年、建設業界では労働災害が多発しており、パト
ロールを通して、現場の安全を確認しました。

【１２月に実施した 協会活動 及び 講習会 】

　【労務研修会の開催】　９日

　【アーク溶接講習 ５日６日、安全衛生推進者講習 １６日１７日】を開催

　【RST須賀川として、
　　建設業者協議会のパトロールに参加】

　　＜上：安全衛生推進者講習　下：パトロール＞

協会のHP     もご覧ください



＜まもろうよ　こころ＞
　今年は自殺者が増加しております。自殺をする理由は （厚生労働省特設サイト）
経済問題・仕事の疲れ・職場の人間関係・病気の悩み
家族の問題など様々な要因が関係しています。
　これらの問題に包括的に支援を展開することが必要で
あり、厚生労働省 ・福島労働局 ・監督署では労働者の
支援や相談に 応じているが、右の各種相談 窓口から 電話での相談窓口
情報を仕入れ、一人で悩まず、しかるべき機関に相談 ＜いのちの電話＞
する勇気をもっていただきたい。 （一般社団法人
　この通信では２か所のQRコードのみを掲載しましたが 　日本いのちの電話連盟）
今月の送付資料で電話・LINE等相談窓口一覧を配布
します。

　福島県の最低賃金は１０月２日から適用され、輸送機製造業、電気機械
器具製造業など業種別最低賃金が１２月１２日より適用になります。
　

１．地域別最低賃金 ８００円 １０月２日より

２．特定最低賃金（業種別）
① 輸送機械器具製造業 ８７０円 １２月１２日より
② 電子・電気・情報器具製造業 ８３４円 １２月１７日より
③ 非鉄金属製造業 ８６６円 １２月１８日より
④ 計量器・時計・眼鏡製造業 ８６８円 １２月２０日より
⑤　自動車小売業 ８６８円 １２月２４日より

最低賃金についての問い合わせ先、ご相談先
福島労働局　賃金室　　（024-536-4604）
須賀川労働基準監督署（0248-75-3519）

　右の表は小さくて見えないと思いますが、須賀川労働基準監督署
さんからいただいた「須賀川署管内の労働災害：１１月末までの情報」
です。
　毎月いただいており、適宜ホームページに掲載をしておりますので
ご覧になっている方もいると思います。
　詳細はホームページからご覧いただくとして、ここでは大事な情報を
抽出してお知らせいたします。

① 死亡労災件数　　 ３件　（令和元年１件、平成２９年０件）
② 死傷事故件数　１２６件　(令和元年103件、平成２９年86件）
　 死傷件数の内訳　（製造業36件、建設業20件、三次産業47件）

死傷件数の増加率　（対前年22%増、対29年比46%増）

第13次労働災害防止計画の目標は平成29年比で5％減の95件で
あるが、11月で126件と逆に事故件数は増加している。

１月２０日 有機溶剤作業従事者教育 案内はホームページ掲載
１月２３日・２４日 ガス溶接技能講習 案内はホームページ掲載
２月１７日・１８日 職長教育（製造系） 案内は今月の定期資料送付　後日 HP掲載
３月３日 KYT基礎４ラウンド法講習 案内は今月の定期資料送付　後日 HP掲載
３月４日 リスクアセスメント基礎講習 案内は今月の定期資料送付　後日 HP掲載

　【福島県最低賃金 業種別 情報】

【福島労働局 ・ 須賀川労働基準監督署 からのお知らせ】　　

　【悩みを持つ方への支援 情報】

　【須賀川署管内の労働災害件数 情報】

　【今後の教育講習の予定】　　　　詳細は案内書及びHPでご確認ください


